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研究成果の概要（和文）：家族や看護職者などに調査を行い，さまざまな家族問題に影響する因子，家族への支
援方法を明らかにした．家族同心球環境理論にもとづいた家族アセスメントモデルとして，“家族観察とインタ
ビュー”と“測定検査”を完成させた．家族環境ケア／ケアリングモデルとして，帰納的推論過程を用いる“
CSFET式家族看護過程”，演繹的推論過程を用いる“家族症候の影響因子スキーマと家族臨地推論”を確立し
た．さらに，これらの基盤となる家族ケア／ケアリング理論を新しく提唱した．これらの研究成果にもとづい
て，一般市民を対象とした家族看護クリニックである“CSFET式ナースの家族お悩み相談室”を開設し，家族問
題を解決に導いた．

研究成果の概要（英文）：A survey of families, nursing professionals and others was conducted, and 
factors influencing various family problems and methods of family support were clarified. Utilizing 
the Family Environment Assessment Model (FEAM) based on the Concentric Sphere Family Environment 
Theory (CSFET), "Family observation/interview” and “Measurement tests” were completed. Utilizing 
the Family Environment Care/Caring Model (FECCM), the "CSFET-based family nursing process” 
utilizing an inductive reasoning process, and "Schema of influencing factors for family 
signs/symptoms and clinical reasoning for family" utilizing a deductive reasoning process were 
established. In addition, I proposed, as a new theory, the Family Care/Caring Theory (FCCT) as their
 basis. Based on the results of research into these, a family nursing clinic for the general public 
--- a "CSFET-based Family Nurse Consultation Service" --- was opened with the aim of resolving 
family problems. 

研究分野：家族看護学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
家族同心球環境理論（CSFET）は，日本発の家族看護中範囲理論であり，世界中で使用されている．CSFETのさら
なる改良，家族ケア／ケアリング理論（FCCT）を提唱することができたので，世界における家族看護学の基盤を
さらに強化できた．さらに，CSFETにもとづいた家族環境アセスメントモデル（FEAM）と家族環境ケア／ケアリ
ングモデル（FECCM）を進化させることで，さまざまな家族症候に対して理論に立脚した家族支援ができるよう
になった．“CSFET式ナースの家族お悩み相談室”を開設することができ，家族看護クリニックとして機能し，
理論のトランスレーション，そして一般市民の家族支援に貢献している．



1．研究開始当初の背景 
 わが国では，約 25 年前に家族看護学の教育，研究，実践が本格的に開始し，黎明期は北米
から学ぶという“輸入学問”が中心であったが，家族はその国・地域の文化や価値観などの影響
を受けているので，わが国から発信する家族看護学の構築が不可欠である．家族アセスメント
／支援モデルは，国内外で開発されてきているが，わが国では北米で培われてきたものが最も
普及しているのが現状である．ただし，既存の多くの家族アセスメント／支援モデルは，その
開発過程が不明確で，基盤となる理論開発が論文として公表されていない．さらに，看護のメ
タパラダイムである環境に着目したものはなく，家族環境への介入の必要性が以前から指摘さ
れている． 
 研究代表者らは，約 20 年かけた理論開発研究に立脚して独自の“家族同心球環境理論”
（Concentric Sphere Family Environment Theory：CSFET）を提唱し，その精緻化を進めてい
る．本理論は，2011 年の Journal of Transcultural Nursing に理論開発論文が掲載され，すでに
アメリカ，カナダ，香港などで活用されている． 
 しかし，理論を開発しても，その検証と普及には長い年月が必要であり，今後も継続した理
論検証，臨地応用が不可欠である．現在，本理論に立脚した家族アセスメントモデルが開発済
みであり，幅広く活用されている．家族支援モデルでは，新たに家族の問題現象を扱う家族症
候学を提唱し，21 の家族症候を同定し，家族症候別／経過別家族支援モデルを試作しているが，
家族症候は広範囲にわたるため，さらなる研究の継続が必要である． 
 すなわち，家族支援モデルの完成，その臨地への普及が課題である．とくに，本理論に基づ
いて，誰でも，どこでも家族支援ができるようにするために，実践家と協働して，21 すべての
家族症候に対する“家族支援ガイドライン”の作成が望まれる．なお，家族支援モデルでは，家
族症候の影響因子を制御することで家族症候を解消する．これらの新しい概念や構想は，過去
の一連の開発過程で得られたものであり，これをさらに進化させる必要がある． 
 
2．研究の目的 
 研究代表者らは，国内外の 550 家族以上に家族面接・支援を実践し，約 10 年かけてCSFET
を 2011 年に提唱した．本理論にもとづいた家族アセスメント／支援モデル，家族アセスメン
トツール，家族症候（家族の問題現象）別／経過別家族支援モデルなどを開発してきたが，家
族症候が広範囲にわたるため，研究の継続と深化が必要である．本研究は，これまでの理論開
発研究とトランスレーショナルリサーチを推進し，実践家と協働して“家族支援モデル”の完成，
家族症候別の“家族支援ガイドライン”の開発を行う．研究と実践の往還を繰り返して，実践家
が即利用できる家族支援ガイドラインを完成し，臨地応用することを目的とする． 
 
3．研究の方法 
 国内外の文献検討，アメリカ，中国，インドネシア，日本（都市部と地方部）における家族
への家族エスノグラフィー，家族インタビュー／ミーティング，看護職者などへの半構造化面
接の内容を CSFET にもとづいたダイレクトコンテントアナリシスにより，さまざまな家族症
候の影響因子（危険・原因／促進因子，予防・阻止／抑制因子，状況依存性因子），家族へのケ
ア／ケアリングを明らかにする． 
 さらに，CSFET にもとづいた家族ケア／ケアリングの実践の場として，“CSFET式ナースの
家族お悩み相談室”を開設する．実践家への実践セミナーや公開シンポジウムを開催し，CSFET，
家族アセスメント／支援モデルの理解とその活用方法を教授し，リーフレットなども作成して



臨地現場への導入と活用を促進する．“家族同心球環境理論研究会”においては，オープンなセ
ミナーやワークショップなどを常時開催しており，この機会を最大限に活用する．研究と実践
の往還を繰り返して，家族支援ガイドラインを完成させる． 
 なお，本研究の実施にあたっては，倫理委員会の承認を得た後に実施する． 
 
4．研究成果 
 アメリカ，カナダ，日本，中国，インドネシア，フィリピンなどで暮らす 900 家族以上を対
象とした家族エスノグラフィー，質問紙調査，家族インタビュー／ミーティングなどを基盤と
して，CSFETに関連した一連の成果を公表している．CSFET にもとづいた家族環境アセスメ
ントモデル（Family Environment Assessment Model：FEAM）として，“家族観察とインタビ
ュー”と“測定検査”をさらに精緻化した．これらは，日本語版に加えて，英語版，中国語版（簡
体字および繁体字），インドネシア語版を作成し，世界中で使用可能なことを検証している．こ
れにより，世界の半分近い人口の家族を対象として，家族アセスメントが可能になり，CSFET
は国際的に有効であることが明らかになってきている．現在，家族中心主義で，家族規模が大
きい国であるフィリピンで通用するタガログ語版などの開発を進めている途中である． 
 家族環境ケア／ケアリングモデル（Family Environment Care/Caring Model：FECCM）と
して，帰納的推論過程を用いる“CSFET 式家族看護過程”，演繹的推論過程を用いる“家族症候
の影響因子スキーマと家族臨地推論”をさらに精緻化した．また，これらの基盤となる家族ケア
／ケアリング理論（Family Care/Caring Theory：FCCT）を新しく提唱した．FCCTは，家族
システムユニットと看護職者との関係で生じる看護現象と家族現象を説明し，家族ケア／ケア
リング関係の確立過程に焦点化した家族看護中範囲理論である．ここで，家族ケアとは，“ター
ゲットファミリーの家族ウェルビーイングを維持・向上させるための行為（実践）”であり，家
族ケアリングとは，“家族のビリーフ，意向，希望を知り，それを家族ケアに生かす態度”と定
義されている．家族支援ガイドラインは，家族症候家族症候の影響因子（危険・原因／促進因
子，予防・阻止／抑制因子，状況依存性因子）を含むことで，FECCM をより実践しやすくし
た． 
 CSFETにもとづいた FEAMと FECCMの実践の場として，“CSFET式ナースの家族お悩み
相談室”を大学内に開設した．これは，一般市民を対象として，家族が抱える悩みや困難を解決
に導くさまざまなツールを用いて，世界最先端のテーラーメイドの家族支援を行うための家族
看護クリニックである．相談内容は，研究実績にもとづき，1）在宅療養に関する家族の困り
ごと相談，2）慢性疾患患者・病児を抱える家族の療養相談，3）ひとり親家族の悩みごと相談，
4）乳幼児を抱える家族の育児相談とし，無料での運営とした．“CSFET式ナースの家族お悩み
相談室”は，リーフレットを病院の外来などに設置したり，ウェブサイトでの広報などにより，
一般市民からの相談予約を受け付けている． 
 また，CSFET は，臨地で活用し実証することで，創造的な改訂を続けており，最新のバー
ジョン 3.0 を公開した．機能性項目として，家族クロニクル，文化，無限の宇宙の 3 項目を追
加し，41 項目で構成することにした．とくに，家族クロニクルは“家族イベントを時間軸で記
述した過去の記録”であり，家族症候の影響因子（危険・原因／促進因子，予防・阻止／抑制因
子，状況依存性因子）を含むことで，FECCMをより実践しやすくした．また，無限の宇宙は“ひ
との幸福を実現する無限力をもつ無限に広がる宇宙”であり，ひとの身体，精神，スピリチュア
ルに作用する高次エネルギーを活用した家族ケア／ケアリングを実践できるようにした．とく
に，家族員のスピリチュアルペインへのケア／ケアリングを開発した． 



 これらの成果は，学会誌での公表，学術集会での演題発表・交流集会・基調講演を行い，国
内外に発信した． 
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